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一
、

　
「
無
常
の
風
」
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
九
月
発
行
の
『
文
藝
春
秋
』

第
三
年
第
九
号
に
発
表
さ
れ
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
十
一
月
、
白
水
社

刊
行
の
『
書
方
草
紙
』
に
収
録
さ
れ
た
、
横
光
利
一
の
初
期
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

「
無
常
の
風
」
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る

（
１
）。

　
　

 　

幼
い
頃
、「
無
常
の
風
が
吹
い
て
来
る
と
人
が
死
ぬ
」
と
母
は
云
つ
た
。

そ
れ
か
ら
私
は
風
が
吹
く
度
に
無
常
の
風
で
は
な
い
か
と
恐
れ
出
し
た
。

私
の
家
か
ら
は
葬
式
が
長
い
間
出
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
、
近
頃
に
な
つ
て

無
常
の
風
が
私
の
家
の
中
を
吹
き
始
め
た
。
先
づ
、
父
が
吹
か
れ
て
死
ん

だ
。
す
る
と
、
母
が
死
ん
だ
。
私
は
字
が
読
め
る
頃
に
な
る
と
「
無
常
」

の
風
と
は
「
無
情
」
の
風
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
ひ
出
し
た
。
所
が
「
無
情
」

は
「
無
常
」
だ
と
分
か
る
と
、
無
常
と
は
梵
語
で
輪
廻
の
意
味
だ
と
云
ふ

こ
と
も
知
り
始
め
た
。（
中
略
）
無
常
の
風
に
吹
き
つ
け
ら
れ
る
と
人
の

血
管
が
破
れ
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
つ
た
。

　

無
常
の
風
と
は
、
元
来
、
仏
教
由
来

（
２
）

の
、
世
の
無
常
を
「
風
」
に
比
喩

す
る
概
念
で
あ
る
。
横
光
は
、
こ
の
風
を
抽
象
的
概
念
と
し
て
理
解
せ
ず
、
人

の
死
と
関
連
す
る
物
理
的
存
在
と
し
た
。
横
光
は
、
身
内
に
起
こ
る
凶
事
を
こ

の
風
で
解
釈
し
、「
無
常
の
風
に
吹
き
つ
け
ら
れ
る
と
人
の
血
管
が
破
れ
る
」

と
思
い
こ
み
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

 　

私
は
中
学
時
代
か
ら
地
貌
と
云
ふ
こ
と
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
た
。
私
は

旅
行
を
す
る
と
い
つ
も
そ
の
土
地
の
岩
質
に
眼
を
つ
け
た
。
河
原
を
歩
い

て
も
砂
礫
の
質
の
相
違
に
よ
つ
て
河
の
支
流
の
拡
が
り
を
感
じ
る
の
が
面

白
か
つ
た
。
し
か
し
今
は
地
貌
の
隆
起
に
心
が
ひ
か
れ
る
。
隆
起
の
相
違

に
よ
つ
て
気
流
に
変
化
が
あ
る
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
此
の
気
流
と

生
活
と
云
ふ
こ
と
は
余
程
親
密
な
相
関
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
殊
に
人
間
の

運
命
と
は
特
に
い
ち
じ
る
し
い
関
係
が
あ
る
と
私
は
思
ふ
や
う
に
な
つ
て

来
た
。
人
間
の
意
志
は
気
流
の
為
に
屈
折
す
る
。
意
志
は
直
線
形
に
進
行

す
る
性
情
が
あ
る
が
、
途
中
で
方
向
を
変
化
さ
す
の
は
気
流
の
力
が
多
大

で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
私
の
独
断
だ
と
は
思
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
或
る

地
方
で
は
東
風
が
吹
く
と
殺
人
犯
が
激
増
す
る
と
い
ふ
。
フ
エ
リ
オ
の
犯

罪
学
に
は
殺
人
者
が
殺
人
を
す
る
際
、
気
流
の
温
度
の
相
違
に
よ
つ
て
忽

ち
狂
人
に
変
化
し
、
殺
人
が
不
可
能
と
な
つ
て
逃
亡
す
る
実
例
を
上
げ
て

あ
る
。

　

横
光
は
、
中
学
時
代
以
来
の
、
地
貌
に
対
す
る
興
味
を
端
緒
と
し
て
、
地
形

と
意
識
を
か
か
わ
ら
せ
、
無
常
の
風
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
地
貌
が
気
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流
を
経
由
し
て
人
間
の
意
識
を
支
配
す
る
と
い
う
観
念
は
、
風
と
血
管
の
関
連

性
と
共
通
す
る
所
が
あ
る
。
地
貌
は
、
気
流
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
身
体
を

通
じ
て
、
意
識
を
左
右
す
る
と
い
う
。
横
光
は
、
こ
の
説
を
補
強
す
る
た
め
、

「
フ
エ
リ
オ
の
犯
罪
学
」
に
お
け
る
実
例
を
援
引
し
て
い
る
。「
無
常
の
風
」
で

は
、
無
常
の
風
と
横
光
文
学
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

　
　

 　

私
は
小
説
を
書
く
男
で
あ
る
が
小
説
の
中
で
人
間
の
運
命
を
発
展
さ
す

場
合
、
い
つ
も
此
の
風
と
光
線
と
が
気
に
か
か
る
。
確
に
此
の
風
と
光
線

と
は
人
間
の
意
志
と
感
情
の
発
生
及
び
発
展
に
重
大
な
必
然
的
影
響
が
あ

る
と
思
ふ
。

　
「
無
常
の
風
」
の
結
末
に
お
い
て
、
横
光
は
、「
私
は
小
説
を
書
く
男
で
あ
る

が
小
説
の
中
で
人
間
の
運
命
を
発
展
さ
す
場
合
、
い
つ
も
此
の
風
と
光
線
と
が

気
に
か
か
る
」
と
述
べ
、
自
ら
こ
の
風
を
作
品
内
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
無
常
の
風
を
横
光
文
学
の
要
諦
と
と
ら
え
て
い
る
が
、

従
来
の
横
光
研
究
に
お
い
て
、
エ
ッ
セ
イ
「
無
常
の
風
」
は
論
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
無
常
の
風
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
横
光
文
学
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。
こ
の
二
つ
の
問
い
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
　

二
、

　

横
光
は
、「
無
常
の
風
」
に
お
い
て
、
風
と
犯
罪
の
因
果
関
係
を
論
証
し
よ

う
と
し
て
、「
フ
エ
リ
オ
の
犯
罪
学
」
に
言
及
し
た
。
こ
の
思
想
の
理
論
的
根

拠
は
、「
フ
エ
リ
オ
の
犯
罪
学
」
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
フ
エ
リ
オ
」
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
犯
罪
学
者
、
エ
ン
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
（Enrico Ferri

）
の
こ
と

で
あ
る
。
彼
は
一
八
五
六
年
に
生
ま
れ
、
一
九
二
九
年
に
没
す
る
犯
罪
学
者
、

政
治
家
、
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
犯
罪
学
の
先
駆
者
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ロ
ン
ブ

ロ
ー
ゾ
に
師
事
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
助
教
授
、
パ
レ
ル
モ
大
学
教
授
、
ロ
ー

マ
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
政
治
家
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
社
会
党
の
党
首
と
な

る
（
３
）。

　

フ
ェ
リ
ー
の
著
作
「
実
証
派
犯
罪
学
」（

４
）

に
よ
れ
ば
、
犯
罪
学
は
、
あ
ら

ゆ
る
自
然
科
学
と
同
様
に
、
実
証
的
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
犯
罪
に
つ

い
て
も
、
伝
染
病
の
救
治
と
同
様
に
、
実
験
的
方
法
に
よ
っ
て
自
然
現
象
と
し

て
研
究
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
古

典
派
犯
罪
学
に
対
し
て
、
そ
の
根
本
に
あ
る
善
悪
の
観
念
を
攻
撃
し
た
。
古
典

派
犯
罪
学
は
、
犯
罪
の
原
因
は
犯
人
の
罪
悪
に
あ
る
と
す
る
が
、
実
証
派
犯
罪

学
は
、
善
悪
の
存
在
を
否
定
し
、
犯
罪
を
自
然
現
象
と
し
て
理
解
す
る
。
フ
ェ

リ
ー
の
思
想
は
、
こ
の
対
立
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
本
質
的
に
思
考
し
、
対

立
の
背
後
に
存
在
す
る
自
由
意
志
の
問
題
に
発
展
さ
せ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
、

「
実
証
派
犯
罪
学
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

古
典
派
犯
罪
学
者
及
び
普
通
人
の
一
般
的
意
見
は
大
体
次
の
如
く
で
あ

る
。
即
ち
犯
罪
は
道
徳
的
罪
を
含
ん
で
居
る
、
何
故
か
な
れ
ば
有
徳
の
道

を
去
り
犯
罪
の
道
を
選
ん
だ
所
の
個
人
の
自
由
意
志
に
よ
る
か
ら
で
あ

る
。
故
に
其
は
相
当
し
た
量
の
刑
罰
を
課
し
て
圧
迫
さ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
云
ふ
に
あ
る
。
此
れ
は
今
日
ま
で
の
犯
罪
の
一
般
的
概
念
で
あ
る
。
而

し
て
自
由
人
類
意
志
─
─
因
果
の
永
久
的
大
洋
中
に
於
け
る
唯
一
の
奇
跡

的
活
動
者
な
る
─
─
は
人
が
有
徳
か
悪
徳
か
を
自
由
に
選
択
し
得
る
所
の

仮
定
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
近
世
心
理
学
が
実
証
的
近
世
的
調
査
の
凡
て

の
器
械
を
固
め
て
、
自
由
意
思
の
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
否
認
し
、
人
類
の

凡
て
の
行
為
は
人
格
と
人
の
環
境
と
の
協
働
の
結
果
な
る
と
云
ふ
こ
と
を

主
張
し
て
居
る
今
日
、
諸
君
は
自
由
意
志
の
存
在
を
尚
ほ
如
何
に
し
て
信

じ
得
る
か
？ 
（
中
略
）
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凡
ゆ
る
物
理
現
象
は
前
以
て
決
定
さ
れ
た
所
の
原
因
の
必
然
的
結
果
で

あ
る
。
若
し
此
等
の
原
因
が
吾
々
に
知
ら
れ
て
居
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
諸

現
象
は
必
然
的
で
あ
り
、
宿
命
的
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
又
若
し
吾
々
が

原
因
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
吾
々
は
其
を
突
変
的
だ
と
考
へ
る
。
同
じ
こ

と
が
人
間
的
現
象
に
於
て
も
真
理
で
あ
る
。
然
し
吾
々
は
多
く
の
場
合
に

於
て
、
内
的
並
に
外
的
諸
原
因
を
知
ら
な
い
か
ら
し
て
、
吾
々
は
其
を
自

由
現
象
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
即
ち
其
は
そ
の
原
因
に
よ
つ
て
必
要
的
に

決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

古
典
派
犯
罪
学
は
、
人
間
が
自
由
に
行
動
で
き
る
と
信
じ
、
犯
罪
者
を
処
罰

す
べ
き
と
思
惟
す
る
。
実
証
派
犯
罪
学
者
で
あ
る
フ
ェ
リ
ー
は
、
そ
れ
に
反
し

て
、
犯
罪
者
が
「
自
ら
欲
し
て
犯
罪
」
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
犯
罪
を
犯
罪
者

の
「
内
部
的
及
び
外
部
的
原
因
結
果
の
連
鎖
」
の
産
物
と
考
え
、
犯
罪
者
本
人

が
選
択
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
す
べ
て
の
物
理
現
象
を
「
前
以
て
決
定
さ
れ
た
所
の
原
因
の

必
然
的
結
果
」
と
考
え
る
。
も
し
人
間
が
す
べ
て
の
原
因
を
理
解
で
き
れ
ば
、

諸
現
象
は
「
必
然
的
で
あ
り
、
宿
命
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
了
解
す
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
人
間
は
多
く
の
場
合
、
事
象
の
因
果
関
係
を
理
解
で
き
な

い
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
自
由
現
象
と
主
張
す
る
し
か
な
い
。

　

そ
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
、
犯
罪
の
「
自
然
的
原
因
」
を
「
人
類
学
的
」、「
地

球
的
」、
及
び
「
社
会
的
」
と
い
う
三
要
素
に
分
類
し
、
犯
罪
を
こ
れ
ら
の
要

因
の
「
相
互
作
用
の
結
果
」
で
あ
る
と
唱
え
た
。

　

犯
罪
の
「
社
会
的
要
因
」
に
つ
い
て
は
、
説
明
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
犯

罪
の
「
人
類
学
的
要
因
」
に
つ
い
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
、「
器
官
的
及
び
解
剖
学

的
体
質
」
に
関
す
る
も
の
と
考
え
、「
吾
々
は
誰
で
も
或
る
器
官
的
及
び
心
理

学
的
結
合
を
出
生
に
於
て
遺
伝
し
、
一
生
涯
の
間
に
人
格
化
す
る
。
此
が
人
間

活
動
の
個
人
的
要
因
を
作
る
」
と
し
、
人
間
の
身
体
と
器
官
の
状
態
が
そ
の

行
動
を
支
配
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
横
光
が
「
無
常
の
風
」
で
言
及
す
る

「
フ
ェ
リ
オ
の
犯
罪
学
」
は
、「
実
証
派
犯
罪
学
」
に
お
け
る
「
地
球
的
要
因
」

の
部
分
で
あ
る
。

　
　

 　

吾
々
は
一
般
に
自
分
が
住
ん
で
居
る
所
の
物
理
的
環
境
の
諸
状
態
を
忘

却
し
て
居
る
。（
中
略
）
地
球
的
環
境
は
我
々
の
生
活
的
活
動
の
上
に
、

神
経
系
統
に
よ
つ
て
、
大
な
る
影
響
を
持
つ
て
居
る
。
吾
々
は
、
南
風
或

は
北
風
の
吹
く
の
に
従
つ
て
、
異
つ
た
気
風
に
な
る
。
ガ
リ
バ
ル
ヂ
は
パ

ム
パ
ス
の
草
原
に
あ
つ
た
時
、
彼
は
、
パ
ム
パ
ス
風
が
吹
く
と
き
に
は
、

彼
の
友
人
等
が
腹
立
つ
て
、
激
烈
な
口
論
を
す
る
癖
が
あ
つ
た
こ
と
、
及

び
此
の
風
が
止
む
と
友
人
等
の
動
作
も
変
つ
た
こ
と
を
目
撃
し
た
。
犯

罪
統
計
学
の
大
創
設
者
な
る
、
ケ
ト
レ
ー
（Q

uetelet

）
及
び
ゲ
リ
ー

（Guerry

）
は
、
気
候
の
変
化
は
犯
罪
の
変
化
と
一
緒
に
行
は
れ
て
居
る

こ
と
を
観
察
し
た
。
性
慾
的
犯
罪
は
春
や
夏
に
於
け
る
よ
り
も
、
冬
に
於

て
は
少
な
い
。
且
つ
此
の
点
に
関
し
て
、
私
が
嘗
つ
て
も
主
張
し
、
今
尚

ほ
主
張
し
て
居
る
こ
と
は
、
若
し
財
産
に
対
す
る
犯
罪
が
冬
に
於
て
増
加

す
る
も
の
な
ら
ば
、
其
は
温
度
と
社
会
状
態
と
の
結
合
的
結
果
に
負
ふ
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
人
間
が
無
意
識
の
う
ち
に
、
絶
え
ず
「
神
経
系
統
」
を
通
じ

て
、
周
囲
の
環
境
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
力
説
し
、「
ガ
リ
バ
ル
ヂ
」
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
挙
げ
る
。「
パ
ム
パ
ス
」
は
、
南
米
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
位
置
す
る

草
原
で
、「
パ
ム
パ
ス
風
」
が
吹
く
と
人
は
口
論
す
る
と
い
う
。
横
光
は
前
引

「
無
常
の
風
」
に
お
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
或
る
地
方
で
は
東
風
が
吹
く
と
殺
人

犯
が
激
増
す
る
と
い
ふ
」
と
述
べ
て
い
た
。「
風
」
と
犯
罪
の
因
果
関
係
を
め

ぐ
っ
て
、
横
光
が
「
実
証
派
犯
罪
学
」
の
「
地
球
的
要
因
」
の
部
分
を
参
照
し
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た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、「
無
常
の
風
」
の
記
述
は
、
邦
訳
「
フ
エ
リ
氏
実
証
派
犯
罪
学
」

の
記
述
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。「
実
証
派
犯
罪
学
」
は
、
一
九
〇
一
年
四

月
、
フ
ェ
リ
ー
が
ナ
ポ
リ
大
学
に
お
い
て
行
っ
た
三
回
の
講
義
に
基
づ
く
。
一

九
一
三
年
、Ernest U

nterm
ann

に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
、
一
九
二
四
年
、
教

育
社
会
学
者
浅
野
研
真
に
よ
っ
て
英
訳
を
重
訳
し
た
邦
文
が
『
日
本
法
政
新

誌
』
に
連
載
さ
れ
た
。「
フ
エ
リ
氏
実
証
派
犯
罪
学
」
に
お
け
る
南
米
の
「
パ

ム
パ
ス
の
草
原
」
は
、「
無
常
の
風
」
に
お
い
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
或
る
地
方
」

と
曖
昧
化
さ
れ
る
。
風
と
犯
罪
の
因
果
関
係
を
め
ぐ
っ
て
も
、「
フ
エ
リ
氏
実

証
派
犯
罪
学
」
は
「
南
風
或
は
北
風
」
と
す
る
が
、「
無
常
の
風
」
で
は
「
東
風
」

と
す
る
。
横
光
は
邦
訳
以
外
の
テ
キ
ス
ト
で
読
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る

（
５
）。

　

自
由
意
志
の
否
定
を
前
提
と
し
て
、
地
球
環
境
と
い
う
物
理
構
造
は
、「
神

経
系
統
」
を
通
じ
て
、
人
の
活
動
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。「
無
常
の
風
」

は
、
続
け
て
、
日
本
の
家
相
学
も
フ
ェ
リ
ー
の
犯
罪
学
で
解
釈
す
る
。

　
　

 　

私
の
家
で
も
窓
の
相
違
で
部
屋
の
空
気
の
中
に
一
定
の
通
路
が
生
じ
、

通
路
を
外
れ
た
箇
所
で
碁
を
打
つ
と
後
が
長
く
続
か
ず
に
直
ぐ
頭
が
疲
れ

て
来
る
。
だ
が
通
路
の
中
で
碁
を
打
つ
と
客
観
性
が
無
く
な
つ
て
喧
嘩
碁

ば
か
り
打
ち
始
め
る
。
そ
の
代
り
に
頭
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
行
く
。
家

相
学
で
は
家
の
東
南
に
桃
の
木
が
あ
る
と
淫
風
が
吹
く
と
書
い
て
あ
る

が
、
淫
風
は
風
の
吹
く
所
に
は
起
ら
な
い
風
で
あ
る
。
風
の
吹
き
ま
く
る

所
で
性
慾
は
起
り
は
し
な
い
。

　

横
光
は
、
家
の
構
造
を
地
形
と
照
応
さ
せ
、
部
屋
に
生
じ
た
空
気
の
通
路

を
、
地
形
に
屈
折
す
る
気
流
と
対
置
し
、「
空
気
」
の
通
路
に
よ
っ
て
、
人
の

行
動
も
変
化
す
る
と
主
張
す
る
。「
通
路
の
中
で
碁
を
打
つ
と
客
観
性
が
無
く

な
つ
て
喧
嘩
碁
ば
か
り
打
ち
始
め
る
」
の
件
は
、
前
引
「
実
証
派
犯
罪
学
」
の

「
ガ
リ
バ
ル
ヂ
は
パ
ム
パ
ス
の
草
原
に
あ
つ
た
時
、
彼
は
、
パ
ム
パ
ス
風
が
吹

く
と
き
に
は
、
彼
の
友
人
等
が
腹
立
つ
て
、
激
烈
な
口
論
を
す
る
癖
が
あ
つ

た
」
と
い
う
一
文
と
よ
く
符
合
し
て
い
よ
う
。
家
相
学
と
淫
風
の
関
係
も
、
前

引
「
実
証
派
犯
罪
学
」
の
「
性
慾
的
犯
罪
は
春
や
夏
に
於
け
る
よ
り
も
、
冬
に

於
て
は
少
な
い
」
と
い
う
一
文
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

　
「
無
常
の
風
」
発
表
の
二
ヶ
月
後
、
横
光
は
「
感
想
と
風
景
」（『
文
芸
時
代
』

第
二
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
五
年
十
一
月
）を
発
表
し
た
。「
感
想
と
風
景
」
は
、

「
無
常
の
風
」
と
同
じ
く
『
書
方
草
紙
』
に
収
録
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

身
辺
事
実
に
基
づ
く
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
横
光
は
、
家
相
学
の
発
想
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。

　
　

 　

契
約
し
た
瞬
間
、
ふ
と
、「
さ
て
此
の
家
は
？
」
と
考
へ
た
。
左
様
に

考
へ
た
と
云
ふ
気
持
の
中
に
は
、
家
全
体
か
ら
受
け
る
感
じ
に
、
一
点

「
い
や
だ
、」
と
思
ふ
感
じ
が
あ
つ
た
。
ど
こ
か
明
る
い
中
に
不
思
議
な
暗

さ
が
何
ぜ
と
も
な
く
心
に
残
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

 　

さ
て
、
い
よ
い
よ
此
の
家
に
変
つ
て
来
た
。
す
る
と
、
北
に
連
つ
た
壁

が
絶
え
ず
私
の
心
を
圧
迫
し
た
。
す
る
と
、
私
は
病
気
に
な
つ
た
。
二
ヶ

月
の
間
床
に
ゐ
て
、
起
き
上
が
ら
う
と
す
る
と
、
俄
然
と
し
て
母
が
死
ん

だ
。
と
、
次
ぎ
に
は
忽
ち
家
人
が
病
気
に
な
り
出
し
た
。（
中
略
）

　
　

 　

昨
日
私
の
友
人
の
小
児
が
死
ん
だ
。
彼
が
新
し
く
変
つ
て
か
ら
ま
だ
二

週
間
に
も
な
ら
な
い
そ
の
家
へ
行
つ
て
み
る
と
、
い
き
な
り
茶
の
間
の
壁

か
ら
圧
迫
を
感
じ
た
。
私
の
家
の
壁
と
同
じ
圧
迫
感
で
あ
る
。
友
人
は
門

が
北
向
き
だ
か
ら
い
け
な
い
の
だ
と
云
ふ
。
が
、
私
は
此
の
壁
だ
と
云
つ

た
。
変
に
心
の
眼
前
に
絶
え
ず
突
き
立
つ
て
ゐ
る
や
う
な
壁
は
呼
吸
器
病

を
連
れ
て
来
る
。

　
　

 　

新
し
い
家
を
借
り
る
と
き
は
、
い
つ
も
壁
を
見
る
も
の
だ
と
私
は
思
つ
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て
ゐ
る
。
も
し
幾
分
の
不
満
を
忍
耐
し
て
了
つ
て
ゐ
る
と
、
い
つ
の
間
に

か
、
そ
の
一
点
の
心
の
暗
さ
が
生
活
の
中
で
尨
大
な
翼
を
拡
げ
て
黙
々
と

運
命
の
上
に
の
さ
ば
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

　

横
光
は
家
を
契
約
し
た
と
き
、
既
に
違
和
感
を
覚
え
た
が
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
た
。
こ
の
些
細
な
違
和
感
が
、
後
に
横
光
一
家
に
不
幸
を
も
た
ら
す
。「
感

想
と
風
景
」
に
お
い
て
は
、
家
族
の
病
気
も
、
友
人
の
凶
事
も
、
す
べ
て
の
不

幸
の
原
因
は
、
家
の
構
造
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
問
題
と
な
る
壁
が
、
空
気
の
流

通
に
干
渉
し
、
住
人
は
呼
吸
器
病
を
発
症
す
る
。
こ
の
肺
病
に
か
ん
す
る
発
想

は
、
単
な
る
横
光
の
実
体
験
で
は
な
く
、
風
と
犯
罪
の
関
係
と
同
じ
く
、
フ
ェ

リ
ー
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
『
社
会
政
策
と

近
世
科
学
』（

６
）

の
一
節
を
引
用
す
る
。

　
　

 　

凡
そ
疾
病
な
る
も
の
は
、
そ
の
急
性
な
る
と
慢
性
な
る
と
、
流
行
性
な

る
と
否
と
を
問
は
ず
、
一
に
皆
個
人
の
体
質
と
物
理
的
社
会
的
境
遇
の
影

響
と
の
所
産
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
唯
々
こ
れ
等
各
種
の
事
情
は
、
種
々
の

疾
病
に
あ
り
て
、
そ
の
強
さ
を
異
に
す
る
の
み
。
例
へ
ば
、
肺
に
関
す
る

疾
病
は
主
と
し
て
個
人
の
体
質
に
因
り
て
生
ず
る
も
、
四
囲
の
境
遇
の
影

響
も
亦
必
し
も
等
閑
に
附
す
る
を
得
ず
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
疾
病
に
つ
い
て
も
、
個
人
の
体
質
と
周
囲
の
環
境
の
所
産
と

見
な
す
。
そ
し
て
、「
肺
に
関
す
る
病
気
」
に
も
環
境
の
影
響
を
無
視
で
き
な

い
と
い
う
。
横
光
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
思
想
に
触
れ
、
フ
ェ
リ
ー
の
肺
病
に
対
す

る
認
識
を
家
族
の
病
気
に
投
影
し
て
自
身
の
境
遇
を
理
解
し
た
の
で
は
な
い

か
。
横
光
は
、
こ
の
思
想
を
日
本
従
来
の
「
家
相
学
」
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
独
自
の
認
識
を
構
築
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
　

三
、

　
「
無
常
の
風
」
の
前
半
で
、
横
光
は
、
地
形
と
意
識
の
関
連
性
を
指
摘
し
、

個
人
が
環
境
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
法
則
は
、
個
人
の

集
合
体
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
も
、
当
然
通
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。「
無
常
の

風
」
の
後
半
で
は
、
こ
の
思
考
は
さ
ら
に
進
み
、
天
文
・
地
文
と
社
会
の
関
係

が
論
じ
ら
れ
て
い
く
。

　
　

 　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
無
常
の
風
は
日
本
の
地
貌
で
は
ど
の
あ
た
り

か
ら
吹
い
て
来
る
風
か
と
考
へ
る
と
、
も
う
こ
こ
か
ら
は
独
断
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
と
に
か
く
乾
燥
し
た
風
だ
。
乾
燥
し
た
風
は
窒
素
の

加
減
で
霊
魂
が
放
散
し
易
い
も
の
ら
し
い
。
塩
分
を
含
ん
だ
風
の
中
で
は

人
は
さ
う
容
易
く
死
ぬ
も
の
で
は
な
い
と
見
え
る
。
そ
れ
に
乾
燥
し
た
風

は
太
陽
の
コ
ロ
ナ
と
多
大
の
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
コ
ロ
ナ
が
ま
た
太
陽

の
黒
点
と
著
し
い
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。

　

横
光
は
、
こ
こ
で
、「
無
常
の
風
」
を
「
乾
燥
し
た
風
」
と
表
現
す
る
。「
乾

燥
し
た
風
」
で
は
、
霊
魂
が
放
散
し
や
す
く
、
塩
分
の
多
い
風
で
は
人
は
死
に

に
く
く
な
る
と
い
う
。
空
気
の
成
分
も
人
の
運
命
に
か
か
わ
る
だ
け
で
は
な

い
。
横
光
は
、「
乾
燥
し
た
風
」
を
天
上
の
太
陽
と
関
連
付
け
、「
太
陽
の
コ
ロ

ナ
」「
太
陽
の
黒
点
」
に
言
及
し
、
そ
れ
ら
が
人
の
生
死
に
も
か
か
わ
る
と
し

た
。
遙
か
な
る
宇
宙
に
あ
る
自
然
現
象
が
、
如
何
に
し
て
地
上
の
人
命
に
つ
な

が
る
の
か
。
こ
の
現
象
を
理
解
す
る
た
め
、
フ
ェ
リ
ー
『
社
会
政
策
と
近
世
科

学
』
の
一
節
を
引
用
す
る
。

　
　

 　

凡
そ
百
般
の
社
会
現
象
は
、
一
と
し
て
歴
史
的
事
情
と
四
囲
の
境
遇
と

の
必
然
的
結
果
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
近
世
交
通
機
関
発
達
の
結
果
、
渾

円
球
上
各
地
方
相
互
の
間
に
お
け
る
各
種
の
関
係
愈
々
密
接
と
な
り
、
一

見
何
等
の
関
係
な
き
が
如
き
遠
距
離
に
位
す
る
甲
乙
両
地
に
於
て
も
、
そ
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の
実
経
済
、
政
治
、
法
律
、
倫
理
、
美
術
、
学
芸
等
百
般
の
現
象
に
お
い

て
、
互
に
極
め
て
密
接
に
関
係
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
、
個
人
の
財
富

集
積
と
相
続
権
と
に
対
し
て
何
等
の
制
限
を
も
設
け
ざ
る
現
時
社
会
の
財

産
制
度
と
、
人
類
の
需
要
に
応
ず
べ
く
自
然
の
給
与
せ
る
材
料
に
対
し

て
、
学
理
的
発
明
の
結
果
を
応
用
す
る
こ
と
の
益
々
増
加
せ
る
と
、
蒸
気

電
気
を
使
用
せ
る
が
為
に
人
類
の
労
働
の
甚
し
く
容
易
な
る
に
至
れ
る

と
、
移
民
の
潮
流
の
絶
え
ず
自
由
に
移
動
す
る
に
至
れ
る
と
は
、
農
夫
、

工
人
、
小
商
人
等
の
生
存
を
し
て
、
全
世
界
の
生
存
と
離
る
べ
か
ら
ざ
る

緊
密
な
る
関
係
に
立
た
し
む
る
に
至
れ
り
。
斯
く
て
、
最
も
遠
隔
せ
る
地

方
に
於
け
る
農
産
物
及
び
製
産
品
の
豊
凶
盛
衰
も
、
凡
て
の
文
明
国
民
に

直
接
の
影
響
を
與
ふ
る
こ
と
、
恰
も
か
の
太
陽
面
に
於
け
る
黒
点
の
増
減

が
、
直
ち
に
地
球
上
の
農
業
上
定
期
的
の
恐
慌
を
引
起
し
、
以
て
幾
多
生

霊
の
運
命
に
直
接
の
影
響
を
與
ふ
る
が
如
し
。

　

フ
ェ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
社
会
現
象
は
、
森
羅
万
象
と
相
互
に
関
係

し
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
独
立
自
存
の
も
の
で
は
な
い
。
太

陽
黒
点
の
周
期
的
現
象
は
、
人
間
社
会
に
、
農
業
の
定
期
的
恐
慌
と
し
て
反
映

す
る
。
社
会
の
変
動
は
、
自
然
の
周
期
と
一
致
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
横

光
が
言
う
「
私
は
小
説
を
書
く
男
で
あ
る
が
小
説
の
中
で
人
間
の
運
命
を
発
展

さ
す
場
合
、
い
つ
も
此
の
風
と
光
線
と
が
気
に
か
か
る
」
の
「
光
線
」
は
、
こ

の
社
会
変
動
に
か
か
わ
る
太
陽
黒
点
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
陽
黒
点
に
触
れ

て
、
横
光
の
問
題
意
識
は
も
う
一
度
地
上
に
戻
る
。

　
　

 　

私
は
社
会
主
義
の
布
衍
さ
れ
る
地
域
が
ま
た
此
の
風
の
密
度
に
よ
つ
て

非
常
に
相
違
し
て
行
く
も
の
と
い
つ
も
思
ふ
。
此
の
主
義
は
風
の
や
う
に

地
貌
と
ま
た
密
接
な
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
地
貌
の
運
動
作
用
、
特
に
準

平
原
の
輪
廻
作
用
を
思
ふ
と
私
は
社
会
主
義
者
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
ボ
ル
シ
エ
ビ
イ
キ
の
現
状
を
見
て
ゐ
て
も
伊
太
利
及
び
日
本
、
英

国
、
独
逸
の
社
会
現
象
を
見
て
ゐ
て
も
そ
の
作
用
は
地
質
学
の
造
山
運
動

と
殆
ど
異
る
所
が
な
い
。

　

横
光
は
、
社
会
主
義
と
地
質
運
動
を
結
び
付
け
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
や
は

り
フ
ェ
リ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
フ
ェ
リ
ー
は
犯
罪
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
同
時
に
政
治
家
、
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
フ
ェ
リ
ー
の
思
想

は
マ
ル
ク
ス
の
思
想
と
根
本
的
に
対
立
す
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
、『
社
会
政
策
と

近
世
科
学
』
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
根
本
思
想
を
「
経
済
現
象
は
人
類
社
会

の
全
部
一
切
の
現
象
の
基
礎
た
り
規
定
た
る
も
の
」
と
要
約
し
た
。
所
謂
「
唯

物
史
観
」
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
、「
唯
物
史
観
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に

反
駁
し
て
い
る
。

　
　

 　

然
れ
ど
も
、
凡
、
各
種
の
結
果
は
単
に
一
個
の
原
因
の
み
よ
り
生
ず
る

も
の
に
非
ず
し
て
、
常
に
数
多
並
存
す
る
原
因
の
集
積
に
成
れ
る
も
の
、

而
し
て
斯
て
生
ぜ
る
結
果
は
又
転
じ
て
他
の
現
象
を
誘
起
す
る
原
因
と
な

る
て
ふ
自
然
的
因
果
律
の
一
結
果
と
し
て
、
上
述
の
法
則
に
よ
り
与
へ
ら

れ
た
る
形
式
の
稍
々
偏
狭
に
過
ぐ
る
を
見
、
こ
れ
を
完
成
す
る
が
為
に
は

幾
分
の
修
正
を
加
ふ
る
の
要
あ
る
を
見
る
な
り
。
恰
も
個
人
の
心
的
現
象

は
、
そ
の
人
の
有
機
的
規
定
な
る
気
質
と
そ
の
四
囲
の
境
遇
と
の
結
果
な

る
が
如
く
、
民
族
の
道
徳
、
法
律
、
政
治
等
凡
て
の
社
会
的
現
象
は
、
そ

の
民
族
の
有
機
的
規
定
た
る
人
種
と
そ
の
四
囲
の
境
遇
と
の
結
果
な
り
。

蓋
こ
の
両
者
が
原
因
と
な
り
て
、
生
活
の
物
質
的
基
礎
た
る
一
定
の
経
済

制
度
を
決
定
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。

　
「
唯
物
史
観
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
を
経
済
基
礎
に
従
う
も
の
と
見
な

す
理
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ェ
リ
ー
は
こ
れ
に
反
し
て
、
物
事
の
結
果
に
は

複
数
の
原
因
が
並
存
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
事
象
が
「
自
然
的
因
果
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律
」
の
結
果
と
す
る
。
そ
れ
故
に
、
経
済
制
度
も
周
囲
の
自
然
環
境
の
産
物
と

見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
フ
ェ
リ
ー
は
、『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』
に

お
い
て
、
こ
の
思
想
の
背
後
に
存
在
す
る
原
理
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

　
　

 　

ス
ペ
ン
サ
ー
の
創
唱
に
成
れ
る
進
化
論
は
、
そ
の
相
対
論
（
相
対
論
と

は
万
物
一
と
し
て
恒
久
絶
対
な
る
は
な
く
、
必
ず
そ
の
時
代
と
境
遇
と
に

応
じ
て
変
遷
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
学
説
を
云
ふ
。
後
に
歴
史

派
こ
れ
を
継
承
し
て
法
律
学
、
経
済
学
の
上
に
新
研
究
を
施
し
た
り
）
の

大
勢
を
社
会
学
に
応
用
し
て
主
張
す
ら
く
、
宇
宙
の
森
羅
万
象
一
と
し
て

変
遷
推
移
を
受
け
ざ
る
は
な
く
、
天
文
、
地
文
、
生
物
、
人
類
、
及
び
社

会
の
諸
学
に
属
す
る
万
般
の
事
物
に
あ
り
て
、
一
切
事
物
の
現
在
の
状
態

は
、
絶
え
ず
幾
千
万
回
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
自
然
的
変
形
を
重
ね
た
る
結

果
を
示
せ
る
も
の
に
過
ぎ
ず
。
是
故
に
、
現
在
の
状
態
が
過
去
の
状
態
と

異
な
る
如
く
、
将
来
は
又
必
ず
現
在
と
異
れ
る
状
態
に
出
づ
べ
き
な
り

と
。
進
化
論
は
斯
の
如
く
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
建
設
せ
る
所
な
り
と
雖
も
、

而
か
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
は
唯
々
幾
多
の
学
理
的
証
明
を
収
集
し
、
こ

れ
を
扶
く
る
に
ヘ
ー
ゲ
ル
、
及
び
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
の
主
張
た
る
（（
一
）

現
在
は
過
去
の
産
児
に
し
て
将
来
の
母
た
り
。（
二
）
萬
有
は
皆
変
遷
し

て
一
も
常
住
な
る
は
な
し
、
て
ふ
）
二
個
の
抽
象
的
思
想
を
以
て
し
た
る

も
の
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
こ
の
論
証
た
る
、
業
に
既
に
ラ
イ
エ
ル
氏
が

地
質
学
の
研
究
に
於
て
試
み
た
る
所
に
し
て
、
彼
は
従
来
久
し
く
学
者
の

論
争
点
た
り
し
地
層
の
洪
水
激
変
説
を
排
し
、
こ
れ
に
代
ふ
る
に
、
地
層

の
漸
進
継
続
的
変
形
て
ふ
学
理
を
以
て
せ
り
。

　

フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
彼
の
犯
罪
学
と
同
じ
く
、
自
由

意
志
の
否
定
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
を
自
説
の
補
足
と
し

た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
社
会
を
包
括
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
、
流
転
の
中
に
あ

る
と
い
う
。
フ
ェ
リ
ー
は
こ
う
し
た
抽
象
的
解
釈
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
当
時

の
主
流
で
あ
る
地
質
学
者
ラ
イ
エ
ル
の
「
斉
一
説
」
の
成
果
を
引
用
し
、
地
形

の
推
移
を
以
て
、
実
証
的
に
自
然
の
変
遷
を
説
明
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
横
光
は
、
社
会
主
義
と
地
質
作
用
の
関
係
を
論
証
す
る
に
あ
た
っ

て
、「
準
平
原
の
輪
廻
作
用
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
。「
準
平
原
の
輪
廻
作
用
」

と
は
、
地
質
学
「
地
形
輪
廻
説
」
の
術
語
で
あ
る
。
横
光
文
学
に
お
け
る
「
地

形
輪
廻
説
」
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
静
か
な
る
羅
列
」
論
─
─
「
唯

物
史
観
」
の
相
対
化
と
し
て
の
「
地
形
輪
廻
説
」」（

７
）

に
お
い
て
論
じ
た
。「
地

形
輪
廻
説
」
と
は
、
一
八
九
九
年
に
ア
メ
リ
カ
の
地
理
学
者W

illiam
 M

orris 
D

avis

が
創
唱
し
た
学
説
で
あ
る
。「
地
形
輪
廻
説
」
に
よ
れ
ば
、
地
形
は
、
地

殻
変
動
な
ど
の
「
内
的
営
力
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
地
表
に
突
出
さ
れ
る
地

形
は
、
河
流
・
氷
河
・
波
浪
・
風
力
・
風
化
な
ど
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
形

で
あ
る
「
外
的
営
力
」
の
削
剥
で
、
平
坦
化
さ
れ
る
。
所
謂
「
太
陽
の
均
平
作

用
」
で
あ
る
。
地
形
が
削
剥
さ
れ
、
再
び
隆
起
し
て
再
度
平
坦
化
さ
れ
る
よ
う

な
系
統
的
変
遷
を
、「
地
理
学
的
輪
廻
」
と
い
う
。

　
「
実
証
派
犯
罪
学
」
に
は
、「
人
類
は
天
地
創
造
の
中
心
で
は
な
く
て
、
唯
だ

動
物
学
的
鎖
の
最
後
の
環
で
あ
る
、
ま
た
自
然
は
永
遠
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
賦

与
さ
れ
て
居
て
其
に
依
つ
て
動
植
物
の
生
命
を
、
鉱
物
の
生
命
（
結
晶
体
に
於

て（
マ
マ
）へ

生
命
の
法
則
は
働
ひ
て
居
る
）
と
同
様
に
、
目
に
見
え
な
い
様
な
微
生
物

か
ら
、
最
高
形
態
な
る
人
類
に
ま
で
化
成
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
横
光
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
環
に
注
目
し
、
ラ
イ
エ
ル
の
「
斉
一

説
」
よ
り
新
た
な
デ
イ
ビ
ス
の
「
地
形
輪
廻
説
」
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
地
表

に
働
く
社
会
と
人
の
運
命
を
天
地
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
と
い
う
必
然
的
現
象

の
一
環
と
し
て
統
合
さ
せ
、
東
洋
の
輪
廻
を
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
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横
光
の
思
想
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学
か
ら
、
さ
ら
に
発
展
し
た
ら
し
い
。

講
演
用
草
稿
と
見
ら
れ
る
未
発
表
原
稿
に
は
、
次
の
一
節
が
あ
る

（
８
）。

　
　

 　

地
型
学
の
原
論
で
は
地
上
に
働
く
総
て
の
営
力
は
、
総
て
太
陽
の
均
平

作
用
に
基
く
と
云
ふ
こ
と
が
根
底
に
な
つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
が
、
実
際
わ

れ
わ
れ
が
想
像
し
て
さ
へ
が
、
山
が
風
雪
の
た
め
に
削
ら
れ
て
だ
ん
だ
ん

と
低
く
な
つ
て
平
原
化
し
て
高
低
が
な
く
な
り
、
海
が
陸
に
な
つ
て
海
面

か
ら
浮
き
上
る
陸
造
運
動
が
行
は
れ
た
り
し
な
が
ら
、
次
第
に
、
地
球
の

表
面
が
完
全
な
球
体
を
描
い
て
行
く
。
か
う
云
ふ
運
動
も
総
て
、
太
陽
を

中
心
に
し
て
完
全
へ
完
全
へ
と
向
つ
て
ゐ
る
何
か
の
意
志
で
あ
る
か
の
や

う
に
思
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

 　

さ
う
云
ふ
意
味
か
ら
し
て
も
、
東
洋
も
西
洋
も
、
だ
ん
だ
ん
、
一
致
し

て
完
全
へ
完
全
へ
と
向
つ
て
進
ん
で
ゐ
る
に
ち
が
ひ
な
い
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
完
全
へ
向
つ
て
進
む
に
は
、
山
が
風
や
雨
や
雪
や

雲
の
た
め
に
削
ら
れ
て
平
面
へ
崩
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
に
、
東
洋

と
西
洋
と
の
ど
ち
ら
か
高
き
方
は
崩
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

 　

例
へ
ば
氏
族
の
間
に
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
戦
争
と
云
ふ
も
の
が
あ
つ

て
、
血
を
流
し
て
来
て
を
り
ま
す
が
、
こ
れ
な
ど
も
、
確
に
、
太
陽
の
均

平
作
用
に
よ
る
も
の
に
相
違
な
い
と
思
は
れ
ま
す
。
一
つ
の
戦
争
が
あ
る

ご
と
に
、
そ
の
国
の
男
子
が
殺
戮
を
し
合
い
、
婦
女
子
は
奪
は
れ
、
勝
つ

た
も
の
の
氏
族
の
血
液
は
負
け
た
も
の
の
氏
族
の
中
へ
殺
到
し
て
行
く
、

と
云
ふ
や
う
な
現
象
を
見
て
ゐ
て
も
、
確
に
戦
争
と
云
ふ
も
の
は
、
太
陽

の
均
平
作
用
に
属
し
て
ゐ
る
一
つ
の
、
完
全
へ
の
到
達
と
し
て
の
努
力
で

あ
る
か
の
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

  

横
光
家
が
所
蔵
し
て
い
た
講
演
草
稿
の
執
筆
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
言
及
す
る
「
地
形
輪
廻
説
」
の
思
想
と
術
語
は
、
辻
村
太
郎
『
地
形
学
』（
一

九
二
三
年
）（

９
）

に
よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
草
稿
本
文
に

は
、
次
の
よ
う
な
執
筆
時
期
を
示
唆
す
る
一
文
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　

 　

目
下
の
支
那
を
一
寸
頭
に
浮
べ
て
も
、
わ
た
く
し
達
は
、
支
那
を
侵
略

し
て
ゐ
る
西
洋
諸
国
が
賢
い
の
か
侵
略
さ
れ
て
ゐ
る
、
支
那
そ
の
も
の
が

馬
鹿
な
の
か
、
或
ひ
は
、
西
洋
の
列
国
が
馬
鹿
を
見
て
ゐ
る
の
か
、
支
那

そ
の
も
の
が
列
国
を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
の
か
、
一
寸
判
断
に
苦
し
む
状
態

を
示
し
て
ゐ
ま
す
。

　

執
筆
当
時
の
中
国
は
、
日
本
人
横
光
か
ら
見
れ
ば
、
西
洋
諸
国
に
侵
略
さ
れ

て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
草
稿
は
、『
地
形
学
』
刊
行
後
（
一
九
二
三
年
）、

満
州
事
変
勃
発
以
前
（
一
九
三
一
年
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

横
光
に
よ
れ
ば
、
文
明
の
終
焉
は
、
東
洋
と
西
洋
を
問
わ
ず
、
太
陽
の
均
平

作
用
の
一
環
と
し
て
、
必
ず
均
平
に
収
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
の

思
想
は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
主
義
を
弁
護
す
る
た
め
の
言
説
、
社
会
論
で
あ
っ

た
が
、
横
光
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
思
想
を
踏
襲
せ
ず
、
文
明
の
本
質
を
思
考
し
、

文
明
論
に
及
ん
だ
。「
無
常
の
風
」
は
次
の
一
文
で
閉
じ
ら
れ
る
。

　
　

 　

此
の
風
と
光
線
と
エ
ヂ
プ
ト
、
ア
ツ
シ
リ
ア
、
ペ
ル
ー
、
印
度
、
支
那

の
文
化
の
発
達
と
を
関
連
さ
せ
て
考
へ
て
見
た
場
合
、
誰
と
て
ひ
そ
か
な

私
の
こ
の
あ
ら
れ
も
な
い
独
断
の
楽
し
み
を
嗤
ひ
は
す
ま
い
。

　

横
光
は
、
世
界
各
地
の
あ
ら
ゆ
る
文
明
も
、
す
べ
て
自
然
の
力
で
作
ら
れ
た

も
の
と
考
え
る
。
個
人
の
行
動
と
運
命
は
、
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
る
。
個
人
の
集
合
体
で
あ
る
社
会
は
、
環
境
の
支
配
か
ら
逃
れ
ら
れ
な

い
。
自
然
は
、
地
形
輪
廻
、
太
陽
黒
点
な
ど
の
周
期
的
現
象
と
し
て
現
れ
る
。

文
明
は
、
自
然
の
循
環
の
一
環
と
し
て
現
れ
る
。「
無
常
の
風
」
は
、
こ
の
よ

う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
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四
、

　

で
は
、「
小
説
を
書
く
男
」
で
あ
る
横
光
は
、「
無
常
の
風
」
に
示
し
た
思
想

を
、
小
説
の
中
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ェ
リ
ー
の
犯
罪
学
を
援
用
し
た
横
光
の
小
説
と
し
て
、「
碑
文
」（『
新
思

潮
』（「
第
六
次
の
二
」）
第
一
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）
が
あ
る
。
拙
稿
「
横

光
利
一
「
碑
文
」
論
─
─
『
聖
書
』
を
相
対
化
す
る
語
り
」（

10
）

に
お
い
て
論

じ
た
よ
う
に
、「
碑
文
」
は
、
聖
書
の
世
界
を
ふ
ま
え
た
作
品
で
あ
る
。
ヘ
ル

モ
ン
山
上
に
あ
る
ガ
ル
タ
ン
の
市
民
は
、
降
り
止
ま
な
い
雨
の
影
響
で
、
心
身

と
も
に
劣
化
し
て
行
く
。
し
か
し
、
ガ
ル
タ
ン
の
市
民
は
、
そ
う
し
た
異
変
が

雨
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
誰
も
意
識
せ
ず
、
相
互
の
罪
悪
の
結
果
と
確
信
し
、

全
滅
を
迎
え
る
。

　
「
碑
文
」
に
お
い
て
、
雨
の
原
因
に
つ
い
て
論
争
が
行
わ
れ
た
と
き
、
あ
る

哲
学
者
は
「
ガ
ル
タ
ン
が
ヘ
ル
モ
ン
山
上
に
位
置
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
、
山
勢

に
よ
る
上
昇
気
流
が
も
た
ら
し
た
地
形
性
降
雨
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
レ

バ
ノ
ン
に
実
在
す
る
ヘ
ル
モ
ン
山
は
、
確
か
に
そ
の
高
さ
を
以
て
、
最
も
乾
燥

す
る
地
域
に
多
量
な
降
水
を
も
た
ら
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
と
な
っ
て
一
帯
を
潤
し

て
い
る
。
し
か
し
、「
碑
文
」
の
中
で
こ
の
地
理
的
観
点
が
深
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。

　

ガ
ル
タ
ン
の
市
民
は
、
雨
の
影
響
で
、
発
狂
、
疾
病
、
自
殺
、
犯
罪
と
い
う

順
序
を
踏
み
、
滅
ん
で
い
く
。『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』
に
は
、「
疾
病
、
犯

罪
、
発
狂
、
自
殺
等
は
、
飢
饉
、
恐
慌
の
場
合
に
於
て
著
し
く
増
加
す
る
も
経

済
界
の
割
合
に
順
調
な
る
年
に
は
大
い
に
減
少
す
」
と
い
う
一
節
が
確
認
さ
れ

る
。「
碑
文
」
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学
も
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
碑
文
」
は
、
ガ
ル
タ
ン
滅
落
の
過
程
で
、「
ガ
ル
タ
ン
の
殺
戮
は
次
第
に
そ

の
勢
ひ
を
弱
め
て
い
つ
た
。
が
、
そ
れ
に
ひ
き
か
ヘ
、
市
民
の
肉
体
は
日
に
日

に
激
し
い
性
の
衝
動
を
高
め
始
め
る
と
、
終
に
ガ
ル
タ
ン
の
城
市
は
ヘ
ル
モ
ン

の
山
上
で
、
声
を
潜
め
た
一
大
売
淫
所
と
変
つ
て
来
た
」
と
い
う
災
難
中
の
性

衝
動
を
描
く
。
災
害
に
よ
る
性
衝
動
の
亢
進
も
、
フ
ェ
リ
ー
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
「
大
震
後
の
風
俗
壊
乱
と
女
子
の
心
理
」（

11
）

を
全
文
引
用
す
る
。

　
　

 　

先
年
イ
タ
リ
ア
国
メ
シ
ナ
大
震
の
際
、
生
存
せ
る
人
々
は
、
激
烈
な
る

打
撃
を
蒙
り
し
結
果
と
し
て
、
無
感
情
の
状
態
に
陥
り
、
四
囲
沈
静
に
帰

し
た
る
後
は
、
呼
声
を
発
し
又
は
嘆
声
を
漏
す
こ
と
す
ら
敢
て
す
る
能
は

ず
、
一
面
に
於
て
は
、
野
獣
的
主
義
の
本
能
は
旧
に
倍
し
、
多
数
は
概
ね

女
子
と
合
意
の
上
姦
淫
を
恣
に
せ
り
、
然
れ
ば
、
死
者
三
万
に
及
び
し
に

当
り
、
更
に
多
数
の
生
児
を
生
ず
べ
き
奇
観
を
呈
せ
り
、
感
情
の
激
動
を

経
且
大
危
険
を
免
れ
た
る
女
子
は
服
従
し
易
き
も
の
な
る
こ
と
は
確
実
な

り
、
即
ち
感
情
激
動
後
に
於
て
は
、
禁
止
観
念
多
少
一
時
的
に
消
滅
し
、

殊
に
意
志
に
至
り
て
は
甚
し
く
障
碍
せ
ら
れ
、
通
常
深
く
潜
在
せ
る
情
欲

の
発
露
を
来
す
に
至
る
、
前
述
メ
シ
ナ
大
震
後
の
際
に
於
て
も
、
女
子
の

道
徳
力
及
体
力
共
に
羸
弱
と
な
り
し
結
果
、
容
易
に
男
子
の
言
に
従
ひ
た

る
も
の
に
し
て
、
或
者
に
あ
り
て
は
、
多
数
男
子
と
同
じ
く
、
性
慾
非
常

に
興
奮
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
可
し
、
斯
の
如
き
は
要
す
る
に
主
と
し
て

往
々
極
め
て
弛
緩
な
り
易
き
禁
止
観
念
の
消
失
に
基
く
も
の
に
し
て
、
革

命
、
攻
戦
の
際
等
に
も
観
る
所
の
現
象
な
り
、
斯
る
際
に
あ
り
て
は
、
一

面
戦
闘
欲
は
、
流
血
等
の
為
め
、
男
子
の
性
慾
旺
盛
な
る
に
反
し
、
恐
怖

等
の
為
め
女
子
の
意
思
力
薄
弱
と
な
る
、
彼
の
情
死
前
に
於
け
る
交
接
中

の
一
部
の
も
の
は
此
種
類
に
属
す
又
或
事
件
に
関
し
激
怒
せ
る
少
女
は
、

極
め
て
誘
惑
し
易
く
、
為
に
誘
惑
者
は
此
性
質
を
利
用
し
之
が
誘
惑
を
企
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つ
る
も
の
あ
り
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
イ
タ
リ
ア
の
メ
シ
ナ
大
震
後
の
人
間
を
観
察
し
、
震
後
の
性

慾
と
い
う
点
に
注
目
し
た
。
性
慾
の
興
奮
も
、
禁
止
観
念
の
消
失
も
、
地
震
の

影
響
で
「
通
常
深
く
潜
在
せ
る
情
欲
」
が
発
し
、「
野
獣
的
主
義
の
本
能
」
が

あ
ら
わ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
い
う
理
解
で
あ
る
。「
碑
文
」
に
描
か
れ

る
と
こ
ろ
の
性
衝
動
も
、
お
そ
ら
く
、
フ
ェ
リ
ー
の
学
説
を
反
映
さ
せ
た
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
碑
文
」
と
い
う
実
証
派
犯
罪
学
を
投
影
し
た
世
界
の
中
で
、
市
民
た
ち
は

因
循
な
古
典
派
犯
罪
学
に
属
し
て
い
る
と
言
え
る
。
横
光
は
「
ノ
ア
の
方
舟
」

を
下
敷
と
し
て
使
用
し
、
全
滅
と
い
う
原
作
と
異
な
る
結
末
を
あ
え
て
選
ん

だ
。
そ
れ
は
、
勧
善
懲
悪
の
観
念
を
標
榜
す
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
批
判
で

あ
ろ
う
。

　
　

五
、

　

家
相
学
を
用
い
て
書
か
れ
た
小
説
と
し
て
、「
美
し
い
家
」（『
東
京
日
日
新

聞
』、
一
九
二
七
年
一
月
）
が
あ
る
。「
感
想
と
風
景
」
が
発
表
さ
れ
た
七
ヶ
月

後
、
横
光
の
妻
も
死
ぬ
。
横
光
は
、
家
相
学
の
思
想
と
自
身
の
経
験
を
交
え
つ

つ
小
説
化
し
、
翌
年
一
月
に
「
美
し
い
家
」
を
発
表
し
た
。

　
　

 　

あ
る
日
、
私
は
妻
と
二
人
で
郊
外
へ
家
を
見
付
け
に
出
て
行
つ
た
。
同

じ
見
付
け
る
か
ら
に
は
、
ま
だ
一
度
も
行
つ
た
こ
と
の
な
い
方
面
が
良
い

と
い
ふ
相
談
に
な
つ
た
。

　
　

 　

私
達
は
そ
の
日
一
日
歩
き
廻
つ
た
。
夕
方
に
は
、
自
分
達
の
歩
い
て
ゐ

る
所
は
一
体
ど
こ
な
の
だ
ら
う
と
思
ふ
ほ
ど
も
う
三
半
器
官
が
疲
れ
て
ゐ

た
。（
中
略
）

　
　

 （
こ
ゝ
で
、
私
と
妻
と
が
同
じ
や
う
に
疲
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
私
達
一

家
の
間
に
、
大
き
な
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
原
因
で
あ
つ
た
。）（
中
略
）

　
　

 　

疲
れ
て
は
い
け
な
い
。
疲
れ
る
と
判
断
力
が
な
く
な
る
も
の
だ
。
私
達

は
疲
れ
た
心
で
ま
た
家
を
探
し
に
出
か
け
て
い
つ
た
。（
中
略
）

　
　

 　

そ
の
家
へ
越
し
て
来
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
も
し
て
か
ら
だ
つ

た
。
私
は
そ
の
家
が
自
分
の
家
に
な
つ
て
か
ら
、
初
め
て
良
く
家
の
中
を

見
廻
し
た
。
す
る
と
、
私
は
急
に
、「
い
や
だ
。」
と
思
つ
た
。
ど
う
し
て

こ
の
明
る
い
家
の
中
に
、
こ
ん
な
暗
さ
が
あ
る
の
だ
ら
う
と
考
へ
た
。
北

側
に
一
連
の
壁
が
あ
る
こ
れ
だ
。
─
─
し
か
し
、
私
は
間
も
な
く
周
囲
の

庭
に
咲
き
乱
れ
て
ゐ
る
と
り
ど
り
の
花
の
色
に
迷
ひ
出
し
た
。
外
の
色

が
、
内
の
暗
さ
を
征
服
し
た
。
私
は
北
に
連
ら
な
る
頑
固
な
壁
を
知
ら
ず

し
ら
ず
の
間
に
頭
の
中
か
ら
忘
れ
出
し
た
。

　
　

 　

だ
が
、
秋
が
深
く
な
る
と
、
薔
薇
が
散
つ
た
。
菊
が
枯
れ
た
。
さ
う
し

て
、
枯
葉
の
積
つ
た
間
か
ら
、
漸
く
淋
し
げ
な
山
茶
花
が
の
ぞ
き
出
す

と
、
北
に
連
ら
な
つ
た
一
連
の
暗
い
壁
が
、
俄
然
と
し
て
勢
力
を
も
た
げ

出
し
た
。
私
は
か
ぜ
を
引
き
続
け
た
。
母
が
、「
ア
ツ
」
と
い
つ
た
た
ま
ゝ

死
ん
で
し
ま
つ
た
。
す
る
と
、
妻
が
母
に
代
つ
て
床
に
つ
い
た
。
私
の
誇

つ
て
ゐ
た
門
か
ら
登
る
花
の
小
路
は
、
氷
を
買
ひ
に
走
る
道
と
な
つ
た
。

　
「
美
し
い
家
」
の
筋
は
「
感
想
と
風
景
」
と
一
致
し
、
か
つ
、
そ
の
思
想
は

「
無
常
の
風
」
以
来
の
「
家
相
学
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
小
説
の
冒
頭
に
お

い
て
、
こ
の
家
を
選
択
す
る
理
由
が
示
さ
れ
る
。
家
探
し
す
る
新
婚
夫
婦
は
、

一
日
中
歩
き
廻
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
三
半
器
官
」
が
疲
れ
、「
判
断
力
」
も

お
ち
、
構
造
に
問
題
が
あ
る
家
を
選
択
し
て
し
ま
う
。「
三
半
器
官
」
の
疲
労

は
、
フ
ェ
リ
ー
の
言
う
「
人
類
学
的
因
素
」
と
対
応
す
る
。「
美
し
い
家
」
で
は
、

「
三
半
器
官
」
の
よ
う
な
具
体
的
な
器
官
が
気
流
と
神
経
に
代
わ
り
、
外
部
と
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内
面
の
媒
体
と
な
る
。

　
「
恐
ろ
し
き
花
」
と
い
う
戯
曲
も
家
相
学
的
作
品
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
七

月
か
ら
一
九
二
六
年
六
月
に
か
け
て
『
新
小
説
』『
文
藝
春
秋
』
に
連
載
さ
れ

た
「
恐
ろ
し
き
花
」
は
、
淫
蕩
な
一
族
を
題
材
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
一
幕

「
恐
ろ
し
き
花
」（『
新
小
説
』
第
三
十
巻
第
七
号
、
一
九
二
五
年
七
月
）
の
冒

頭
に
お
い
て
、
主
人
公
Ａ
は
、
友
人
Ｂ
に
対
し
て
、「
家
相
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
つ
つ
、
自
宅
の
「
鬼
門
」
に
つ
い
て
話
し
、「
さ
う
云
ふ
所
か
ら
、
そ
こ

の
家
に
は
罪
悪
が
生
れ
て
行
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
自
分
の
妹
へ
の
求
愛
に
対

し
て
、
Ａ
は
自
宅
の
「
物
置
小
屋
」
を
持
ち
出
し
、
Ｂ
の
求
愛
を
拒
絶
す
る
。

　
　

Ａ 

。
君
、
あ
そ
こ
に
物
置
が
あ
る
だ
ら
う
。（
物
置
小
屋
を
指
差
す
。）
例

へ
ば
僕
の
家
の
屋
敷
の
中
の
、
あ
あ
云
ふ
所
に
一
つ
の
物
置
小
屋
が
あ

る
と
す
る
ね
、
あ
そ
こ
は
一
番
人
眼
に
か
か
ら
な
い
所
だ
。
僕
の
家
の

者
達
は
あ
の
小
屋
に
関
す
る
言
葉
を
誰
も
云
は
な
い
。
殆
ど
あ
の
小
屋

の
存
在
さ
へ
知
ら
な
い
と
云
つ
た
形
だ
。
所
が
、
僕
の
家
の
者
達
で
人

心
の
つ
い
て
ゐ
る
者
は
、
誰
で
も
あ
の
小
屋
を
一
番
重
大
に
考
へ
て
ゐ

る
に
ち
が
ひ
な
い
ん
だ
。
誰
も
一
口
も
あ
の
小
屋
に
つ
い
て
云
は
な
い

だ
け
、
そ
れ
だ
け
、
家
人
に
と
つ
て
は
重
大
な
ん
だ
か
ら
ね
。
皆
夫
々

自
分
だ
け
に
と
つ
て
は
大
切
な
所
だ
と
感
じ
て
ゐ
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、

自
分
以
外
の
者
は
皆
あ
の
小
屋
を
忘
れ
て
ゐ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。
所

が
、
誰
も
彼
も
が
さ
う
密
か
に
思
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
、
奇
怪
千
万
な

小
屋
な
ん
だ
。
僕
の
家
の
生
活
が
殆
ど
代
代
あ
の
小
屋
を
中
心
に
し
て

動
い
て
来
た
や
う
な
も
の
な
ん
だ
。
僕
の
家
に
と
つ
て
は
、
あ
の
小
屋

は
所
謂
例
外
と
云
ふ
奴
だ
。
僕
の
家
そ
の
も
の
も
例
外
的
な
も
の
だ

が
、
あ
の
小
屋
は
そ
の
ま
た
例
外
と
云
ふ
奴
だ
。

　
　

Ｂ
。
君
は
ま
た
僕
を
脅
か
さ
う
と
し
て
ゐ
る
。

　
　

Ａ 

。
い
や
、
僕
は
僕
の
家
の
伝
統
を
話
し
て
お
か
う
と
思
つ
て
ゐ
る
だ
け

さ
。
僕
の
家
の
代
代
の
淫
蕩
さ
は
遺
伝
的
だ
。
僕
だ
つ
て
、
妹
だ
つ

て
、
あ
の
小
屋
の
中
で
生
れ
た
破
目
に
な
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
ん
だ
。

実
際
、
君
、
遺
伝
の
中
で
淫
蕩
な
遺
伝
ほ
ど
猖
獗
を
極
め
る
奴
は
な
い

か
ら
ね
。

　

妹
へ
の
求
愛
に
対
し
て
、
Ａ
は
自
宅
の
「
物
置
小
屋
」
の
存
在
を
紹
介
し
、

「
僕
の
家
の
生
活
が
殆
ど
代
代
あ
の
小
屋
を
中
心
に
し
て
動
い
て
来
た
」
と
し
、

一
族
の
淫
蕩
な
性
質
も
こ
の
小
屋
に
由
来
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
所
謂

「
家
相
」
の
認
知
で
あ
る
。「
美
し
い
家
」「
恐
ろ
し
き
花
」
は
、
家
相
学
に
フ
ェ

リ
ー
の
犯
罪
学
を
加
味
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

六
、

　

フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学
を
利
用
す
る
作
品
と
し
て
、「
静
か
な
る
羅
列
」（『
文

藝
春
秋
』
第
三
年
第
七
号
、
一
九
二
五
年
七
月
）
と
「
街
へ
出
る
ト
ン
ネ
ル
」

（『
中
央
公
論
』
第
四
十
一
巻
第
七
号
、
一
九
二
六
年
七
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

拙
稿
「「
静
か
な
る
羅
列
」
論
─
─
「
唯
物
史
観
」
の
相
対
化
と
し
て
の
「
地

形
輪
廻
説
」」（

12
）

で
論
じ
た
よ
う
に
、「
静
か
な
る
羅
列
」
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｑ

川
流
域
に
発
祥
す
る
文
明
は
、
相
克
す
る
二
川
に
支
配
さ
れ
る
。
社
会
の
盛
衰

興
亡
は
、
川
の
勢
力
の
消
長
と
軌
を
一
に
す
る
。
小
説
の
終
盤
に
お
け
る
戦
争

に
よ
る
文
明
の
壊
滅
は
、「
地
理
学
的
輪
廻
」
の
必
然
的
運
命
で
あ
る
。
こ
の

解
読
は
、
前
引
横
光
未
発
表
原
稿
の
内
容
と
も
一
致
す
る
。

　
「
街
へ
出
る
ト
ン
ネ
ル
」
の
主
人
公
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
請
け
負
う
資
産

家
の
息
子
計
介
で
あ
る
。
小
説
冒
頭
で
、
ト
ロ
ッ
コ
墜
落
事
故
の
起
き
た
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
が
、
工
事
現
場
の
犠
牲
に
つ
い
て
、「
簡
単
に
社
会
学
の
抽
斗
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を
開
け
て
見
る
気
は
し
な
」
い
計
介
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
坑
夫
を
「
計
介
一
家

の
利
益
を
上
げ
る
過
程
へ
の
犠
牲
」
と
は
認
め
な
い
。「
峡
谷
の
河
口
で
発
展

す
る
港
が
悪
い
」
と
思
い
込
み
、
自
分
一
家
も
「
港
の
発
展
に
与
へ
ら
れ
て
ゐ

る
一
つ
の
犠
牲
」
と
信
じ
て
い
る
。
計
介
は
、
工
事
現
場
の
紛
争
を
、
ト
ン
ネ

ル
の
「
成
長
す
る
養
分
」
と
と
ら
え
、
街
ま
で
延
び
る
ト
ン
ネ
ル
を
、
街
の
需

要
が
作
っ
た
怪
物
と
想
像
す
る
。

　
　
　

─
─
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ
。

　
　

 　

計
介
は
い
つ
の
ま
に
か
雨
に
濡
れ
て
桶
の
や
う
に
び
し
よ
び
し
よ
に
な

つ
て
ゐ
た
。
彼
は
学
生
時
代
に
習
つ
た
地
形
学
の
原
論
を
ふ
と
思
ひ
出
し

て
呟
い
た
。

　
　

 　

─
─
地
表
に
働
く
営
力
の
最
後
の
目
的
は
、
総
て
、
太
陽
の
均
平
作
用

で
あ
る
。

　

計
介
は
、
工
事
現
場
の
事
故
と
紛
争
を
、
人
間
社
会
と
い
う
大
き
な
活
動
の

一
部
と
理
解
し
て
い
る
。
労
使
対
立
を
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
し
つ
つ
、
階
級
闘

争
に
帰
着
さ
せ
ず
、
社
会
の
背
後
に
あ
る
自
然
を
意
識
さ
せ
、「
地
形
輪
廻
説
」

の
知
識
を
持
ち
出
し
て
、
社
会
活
動
を
「
太
陽
の
均
平
作
用
」
に
よ
る
自
然
周

期
の
一
環
と
し
て
統
合
す
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
社
会
の
紛

争
を
、
自
然
の
不
可
抗
的
現
象
と
み
な
す
思
想
で
あ
る
。

　
「
碑
文
」
で
は
、
地
形
性
降
雨
が
人
間
社
会
を
滅
ぼ
す
様
が
描
か
れ
る
。「
静

か
な
る
羅
列
」
に
お
い
て
は
、
川
を
主
人
公
と
し
て
、
自
然
輪
廻
の
一
環
と
し

て
の
人
間
社
会
が
表
現
さ
れ
る
。「
街
へ
出
る
ト
ン
ネ
ル
」
で
、
横
光
は
、
さ

ら
に
こ
の
発
想
を
発
展
さ
せ
、
個
人
の
生
活
の
視
点
か
ら
出
発
し
て
、
自
然
周

期
を
描
く
こ
と
に
挑
戦
す
る
。
個
人
生
活
と
自
然
秩
序
の
交
錯
は
、「
街
へ
出

る
ト
ン
ネ
ル
」
以
降
の
横
光
文
学
の
底
流
と
し
て
流
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　

七
、

　
「
無
常
の
風
」
と
は
、
自
由
意
志
を
持
た
な
い
人
間
に
は
、
自
然
の
周
期
性

を
避
け
る
こ
と
で
き
な
い
と
い
う
現
象
の
比
喩
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
、
人
と

社
会
を
独
立
的
存
在
と
せ
ず
、
そ
の
上
位
概
念
と
し
て
自
然
の
存
在
を
意
識
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ェ
リ
ー
は
、
自
然
を
崇
拝
の
対
象
と
し
て
認
め

ず
、
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
き
わ
め
、
自
然
と
い
う
概
念
を
超

克
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
自
然
の
存
在
は
、
地
形
と
い
う
物
理
的
現
象
を
通
じ

て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

環
境
に
支
配
さ
れ
る
意
志
、
自
然
に
支
配
さ
れ
る
社
会
、
こ
の
二
つ
の
思
想

の
土
台
に
な
る
の
は
、
自
由
意
志
の
否
定
で
あ
る
。
横
光
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
犯

罪
学
を
吸
収
し
た
上
で
、
家
相
学
を
解
釈
し
た
。
さ
ら
に
フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学

と
最
新
の
地
質
学
「
地
形
輪
廻
説
」
を
融
合
す
る
こ
と
で
、
人
の
存
在
を
天
地

一
体
と
し
て
統
合
さ
せ
、
輪
廻
を
解
釈
し
た
。
横
光
は
、
東
洋
の
思
想
と
西
洋

の
理
論
を
融
合
さ
せ
、
独
自
の
文
学
世
界
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
無
常
の
風
」
前
後
、
横
光
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
思
想
を
利
用
し
、
複
数
の
作

品
を
著
し
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ー
の
思
想
を
作
品
に
投
影
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

フ
ェ
リ
ー
の
著
作
内
容
を
そ
の
ま
ま
小
説
の
種
本
と
し
て
使
う
傾
向
も
認
め
ら

れ
る
。「
碑
文
」「
美
し
い
家
」「
恐
ろ
し
き
花
」
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
犯
罪
学
の

影
響
下
で
形
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。「
美
し
い
家
」
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た

横
光
の
実
体
験
は
、
病
妻
小
説
群
に
発
展
す
る
。
フ
ェ
リ
ー
の
社
会
学
の
影
響

下
で
書
か
れ
た
「
静
か
な
る
羅
列
」「
街
へ
出
る
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
横
光
の
文

明
論
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
横
光
の
思
想
は
、
病
妻
小
説
群
、
心
理
小
説
群
、

純
粋
小
説
論
を
経
て
、
日
本
文
明
の
本
質
を
求
め
る
思
索
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
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く
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿

は
、
横
光
文
学
の
前
提
と
し
て
、「
無
常
の
風
」
を
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。

注

 

（
１
） 「
無
常
の
風
」
の
初
出
本
文
と
単
行
本
本
文
の
間
に
は
、
異
同
が
複
数

確
認
さ
れ
る
が
、
意
味
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
問
題
視
し

な
い
。『
書
方
草
紙
』
所
収
本
文
の
末
尾
に
は
「
大
正
十
三
年
六
月
」（
一

九
二
四
年
六
月
）
の
年
記
が
あ
る
が
、
横
光
の
母
が
死
去
し
た
の
は
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
『
書
方
草

紙
』
の
年
記
を
「
無
常
の
風
」
擱
筆
時
期
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、『
文
藝
春
秋
』
掲
載
本
文
は
適
宜
改
行
さ
れ
て
い
る
が
、『
書
方

草
紙
』
に
は
改
行
が
な
い
。
改
行
し
な
い
こ
と
は
横
光
文
学
の
一
特
徴

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論

じ
た
い
。

 

（
２
） 『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
は
、「
無
常
の
風
」
に
つ
い
て
、「
風
が

花
を
散
ら
す
と
こ
ろ
か
ら
、
人
の
命
を
奪
う
こ
の
世
の
無
常
を
風
に
た

と
え
て
い
っ
た
も
の
。
無
常
風
」
と
し
、
大
智
度
論
「
咄
世
間
無
常　

如
二

水
月
芭
蕉
一　

功
徳
満
二

三
界
一　

無
常
風
所
レ

壊
」
を
出
典
と
す
る
。

『
保
元
物
語
』「
無
常
の
あ
ら
し
を
い
か
で
か
の
が
れ
さ
せ
給
ふ
べ
き
」

と
い
う
用
例
の
よ
う
に
、
日
本
文
学
の
中
で
も
、
こ
の
世
の
無
常
の
比

喩
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

（
３
） 

フ
ェ
リ
ー
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
『
実
証
派
犯

罪
学
』（
浅
野
研
真
訳
、
文
精
社
、
一
九
二
六
）、
大
谷
實
『
刑
事
政
策

講
義
』(

弘
文
堂
、
一
九
八
七)

、『
20
世
紀
西
洋
人
名
事
典
』（
日
外
ア

ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
）、
瀬
川
晃
『
犯
罪
学
』（
成
文
堂
、
一
九
九

八
）
を
参
照
。

 

（
４
） 

以
下
、「
実
証
派
犯
罪
学
」
の
引
用
は
、
浅
野
研
真
訳
「
フ
エ
リ
氏
実

証
派
犯
罪
学
」（『
日
本
法
政
新
誌
』、
一
九
二
四
・
五
～
十
二
）に
よ
る
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
横
光
は
同
論
を
邦
訳
以
外
の
テ
キ
ス
ト

で
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 

（
５
） 「
無
常
の
風
」
発
表
当
時
、Enrico Ferri

の
邦
訳
表
記
は
、「
フ
ェ

リ
ー
」、「
フ
ェ
リ
オ
」、「
フ
ェ
リ
」、「
フ
ェ
ル
リ
」
な
ど
、
複
数
存
在

し
て
い
る
が
、
横
光
が
使
う
「
フ
エ
リ
オ
」
と
い
う
表
記
は
、
横
光
独

自
の
表
現
で
あ
る
。

 

（
６
） 

エ
ン
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』（
樋
口
秀
雄
編
、
金

港
党
、
一
九
〇
九
）
に
よ
る
。『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』
前
篇
「
社

会
主
義
と
近
世
科
学
」
は
、
フ
ェ
リ
ー
が
一
八
九
四
年
に
発
表
し
た

Socialism
o e scienza positiva (D

arw
in, Spencer, M

arx) 

の
邦

訳
で
あ
る
。
樋
口
秀
雄
訳
は
、
南
木
性
海
の
英
訳
に
準
拠
し
た
訳
稿
を

底
本
と
し
て
、
仏
訳
を
参
照
し
つ
つ
、
改
訳
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

　
　
　

 Socialism
o e scienza positiva (D

arw
in, Spencer, M

arx) 

に
は
、

「
無
常
の
風
」
発
表
以
前
、『
実
証
科
学
と
社
会
主
義
』（
丸
山
嘉
八
郎

訳
、
日
本
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
九
二
一
）、『
近
世
科
学
と
社
会
主

義
』（
蔭
田
三
郎
訳
、
大
鐙
閣
、
一
九
二
三
）
の
二
邦
訳
が
別
に
存
在

す
る
。
た
だ
し
、「
無
常
の
風
」
の
「
ボ
ル
シ
エ
ビ
イ
キ
の
現
状
を
見

て
ゐ
て
も
伊
太
利
及
び
日
本
、
英
国
、
独
逸
の
社
会
現
象
を
見
て
ゐ
て

も
そ
の
作
用
は
地
質
学
の
造
山
運
動
と
殆
ど
異
る
所
が
な
い
」
と
い
う

一
文
は
、
樋
口
秀
雄
編
『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』
後
編
第
四
章
「
現

代
社
会
主
義
の
分
布
」
の
内
容
と
よ
く
符
合
す
る
。
横
光
が
参
照
し
た

の
は
、『
社
会
政
策
と
近
世
科
学
』
と
推
測
さ
れ
る
。
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（
７
） 

英
荘
園
「「
静
か
な
る
羅
列
」
論
─
─
「
唯
物
史
観
」
の
相
対
化
と
し

て
の
「
地
形
輪
廻
説
」」（『
横
光
利
一
研
究
』
第
十
九
号
、
二
〇
二
一
・

三
）

 

（
８
） 『
定
本
横
光
利
一
全
集　

第
十
六
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
七
）

四
八
七
頁
─
四
九
三
頁

 

（
９
） 

辻
村
太
郎
『
地
形
学
』（
古
今
書
院
、
一
九
二
三
）

 

（
10
） 

英
荘
園
「
横
光
利
一
「
碑
文
」
論
─
─
『
聖
書
』
を
相
対
化
す
る
語
り
」

（『
山
口
国
文
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
二
一
・
三
）

 

（
11
） 

フ
ェ
リ
ー
「
大
震
後
の
風
俗
壊
乱
と
女
子
の
心
理
」（『
新
公
論
』
第
二

十
六
巻
第
七
号
、
一
九
一
一
・
七
）

 

（
12
）
注
（
７
）
に
同
じ
。

付
記　

　

本
稿
中
に
引
用
し
た
横
光
の
文
章
は
、
す
べ
て
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横

光
利
一
全
集
』
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
仮
名
遣
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字

は
新
体
字
に
改
め
た
。
他
の
引
用
に
お
い
て
も
同
じ
方
針
を
と
っ
た
。

　

本
稿
は
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
第
四
十
六
回
研
究
発
表
会
に

お
け
る
口
頭
発
表
に
も
と
づ
く
。
席
上
ご
質
問
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
元
さ
お
り

先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
え
い
・
そ
う
え
ん
）
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